
【議論４】第 1校完成

これまでの議論をもとに、ごみ会議の委員にリサイクルトークに掲載する内容の取材や原

稿の作成を依頼し、ごみ減量テクニックに関わる写真の提供や刈った草を干してどの程度体

積が減るのかを実験した様子を撮影した。会議のなかで以下のような議論が交わされた。

①「ごみのゆくえ」記事について

できあがったレイアウト案を見て、ごみの発生→分別→結論のうち、分別部分の比重が大

きいのでは無いかとの意見があった。

掲載の趣旨として「分かれば分別したくなる」という動機付けの話を伝えたかったのに、

分別のテクニック部分に比重がいきすぎているとの意見があった。

そのうえで、結論部分については、「ごみを分別するか、しないか」で未来が変わるとい

う内容にした方が良いとの意見があった。ごみを分別すると○○というメリットがある、し

ないと××というデメリットがあるという二通りの未来を見せると「やっぱり分別をしなけ

れば」という動機付けになるのではないかとの意見があった。

”ごみの廃棄の流れ 選択によって未来が変わることを訴求・動機付けに”



↑↑ これまでの議論をもとに表紙・掲載内容文（案）を作成した。 ↑↑

②「リサイクルトーク」「ごみ減量テクニック」について

リサイクルトークについては、寄せられた意見をもとに、掲載内容の絞り込みをおこなっ

た。ダーニングなどの写真提供もあり、修繕して使うこと＝おしゃれで可愛く作り変えると

いうプラスのイメージを持ってもらえたら良いとの話があった。古着の売却などの話やフリ

マアプリでの売買等の話もあった。

また資源回収に出すという意見もあるが、資源回収に出た衣類はその後どうなるかについ

ては触れた方が良いとの意見もあった。

ある２０代の委員からは姉や母と衣服を交換したり、お互いに使い回しているといい、そ

のことがお互いのおしゃれに関する知識を深めることになっていて会話のきっかけになる

という話もあった。

ごみ減量テクニックについては「果たして雑草のことだけで良いのか」「包装容器の話な

どに触れた方がよいのでは」「ストレス発散で物を買うのではなく、物を使い切ることで精

神的な充足を感じること（＝足るを知る）など物の見方についての言及もあって欲しい」な



ど様々な意見があった。

しかし最終的には「この冊子の読者は誰をターゲットにしているのか、そのターゲットの

意識・行動が変わるような内容にすべきではないか」との意見が出た。

３０～５０代の４人家族が簡単に取り組め、Ａ４サイズ１ページに収まる内容を考えた時

に、あまり色々な内容を載せて記事が散漫になるより、雑草というテーマを決めたのであれ

ば、分かりやすく掘り下げて記事にした方が良いとの結論に至った。

雑草の記事を載せるのにあたっては、３段構成にして、ステップ１～３と徐々に手軽なと

ころから本格的なごみの減量にステップアップするような構成にすることになった。

ステップ１雑草の天日干し（体積を減らして捨てる）、ステップ２雑草の高刈り（雑草の

伸びを抑えて、ごみ出し頻度を下げる）、ステップ３雑草を土に還す（自然に還元する）と

すると収まりが良いだろうとの意見で一致した。

↑↑ これまでの議論をもとに中面・掲載内容文（案）を作成した。 ↑↑

これらの議論をうけて再度文案修正をし、できあがった修正案に、業者がレイアウト・編

集作業を行い何度か修正を加え第１稿が完成した。



完成した第 1校に対して、さらに意見や表現の修正を加え、第２校、最終稿を経て、つ
いに「ごみ情報誌へらすぞう第２９号」が完成した。

完成した第 1校


